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   　　　　Special Interview

10 月 26 日に行われた苅田町長選挙を経て３期目に就任した遠田孝一町長。10 月 26 日に行われた苅田町長選挙を経て３期目に就任した遠田孝一町長。
「きらりと輝く誇れる町に」をビジョンに掲げ未来を描く、３期目の町政を任された「きらりと輝く誇れる町に」をビジョンに掲げ未来を描く、３期目の町政を任された
リーダーに苅田町への想いと展望を聞きます。リーダーに苅田町への想いと展望を聞きます。

PROFILE

遠田　孝一（とおだ・こういち）
1951 年生まれ。苅田町出身。京都高校卒業、
北九州市立大学地域創生学群 卒業。JR 九州を
退職後、苅田町議会議員２期 6 年、苅田町長２
期 8 年を経験し、10 月 26 日に行われた苅田町
長選挙で 3 期目に就任。モットーは「現場主義」。

「まちづくり」 は、町民の皆さん、議会、職員と力を合わせて進めるもの。
町長ひとりの力では成し遂げることはできません。
「まちづくり」 は、町民の皆さん、議会、職員と力を合わせて進めるもの。「まちづくり」 は、町民の皆さん、議会、職員と力を合わせて進めるもの。
町長ひとりの力では成し遂げることはできません。町長ひとりの力では成し遂げることはできません。

苅
田
町
長

苅
田
町
長

遠
田
孝
一

遠
田
孝
一

８
年
間
の
実
績
を
活
か
し
、
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
。
そ
れ
は
私
の
責
務
で
あ
り
使
命

８
年
間
の
実
績
を
活
か
し
、
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

８
年
間
の
実
績
を
活
か
し
、
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
。
そ
れ
は
私
の
責
務
で
あ
り
使
命

さ
ら
に
進
め
て
い
く
。
そ
れ
は
私
の
責
務
で
あ
り
使
命

町民の皆さんの声に真摯に耳を傾け、 その想いをまちの未来へと
つなげていきます。 寄せられた声を、 町の魅力へと進化させる
―それが私の使命です。
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時代の変化に
しなやかに対応できる町へ

もっと住み続けたい
魅力ある町へ

災害に強く
防災意識の高い町へ

子ども・子育て
世代を力強く支援

誰もが元気に
安心して暮らせる町へ

スポーツ・文化
活動の環境充実

苅田町の未来をデザインする６つの政策

きらりときらりと
輝く輝く

誇れる町に誇れる町に

●企業誘致
●町内進出企業、地元企業への支援
●農業・漁業の振興
●苅田駅周辺整備と地域商業活性化

●小波瀬西工大前駅周辺
　整備推進
●町道南原・殿川線の開通
●白石交差点と周辺道路
　整備
●老朽化した公共施設の
　更新

●災害備蓄品と避難所の更なる整備
●避難ルートの整備
●防災組織の強化
●災害に強い公共施設づくり

●認定こども園を整備
●保育料の無償化、幼保育人材
　確保支援
●学校給食無償化、医療費軽減
　継続
●小中学校体育館のエアコン
　早期整備
●不登校対応の専門人材の
　配置

●高齢者・障がい者支援
　の継続
●地域福祉の充実
●自治会などの
　地域活動支援
●プレミアム商品券
　発行
●高校・大学と連携
●地域の人材を育成

●スポーツ・文化への補助金
　制度充実
●中央公民館リニューアル
●歴史博物館新設
●臨空公園、与原公園の整備
●苅田山笠、等覚寺の松会など
　伝統文化の振興支援

　                遠田町政が目指す
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